
神恵内対話の場の振り返り
神恵内対話の場ファシリテーター

NPO法人 市民と科学技術の仲介者たち
代表理事 大浦宏照
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資料10



本日のお題
• 自己紹介
• 対話の場のデザインプロセス
• 対話の場の振り返り
• 対話の場の運営方針5点に基づく振り返り
• うまくいったこと・よかったこと
• 今後改善できるかもしれないと思うこと
• 他地域で対話を実施する際に参考になりそうなこと
• 対話活動総括にあたって留意したほうが良いこと
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自己紹介
第1回対話の場の資料から
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当面神恵内の対話の場は、

大浦宏照（おおうらひろあき） 佐野浩子（さのひろこ）

の二人が皆さんのお世話をさせていただいています
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大浦の自己紹介
本業は災害の調査を専門にする
エンジニアです

10年くらい前から高レベル放射性廃
棄物の地層処分に関する勉強会を企
画・運営したりしています。
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佐野の自己紹介
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臨床心理士・ファシリテーター
という仕事をしています。 普段は、病院や企業などで

話をじっくり聞く
話し合いの場の交通整理のお手伝い

などをしています。

違う立場・違う意見の人が
話し合って、

お互いが納得できる地点に
立てることを目指しています。



一つのテーマをめぐって、様々な立場の人が集まり、
話を聞き合う会(オープンフォーラム )を開催したりしています
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8
NUMO ホームページから
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NUMO ホームページから



対話の場のデザインプロセス
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ブレ協議
（第１開催前の関係者打ち合わせ）

計画

NUMO協議

運営委員会

エネ庁協議FS協議

実施

振り返り

メインファシリテーター
サブファシリテーター
テーブルファシリテーター

対話の場委員
NUMO＋ファシリテーター

・第1回開催前に村役場などとス
キームについて打ち合わせした

（プレ協議）
・各対話の場は、実施前に様々な
方・観点から意見を出していた
だき内容を修正している

・対話の場のあとには、振り返り
を行って次回計画に反映してい
る



プレ協議の主な内容
• 対話の場のイメージ（p８・９）を共有
• 対話の場の委員の選出方法について話しあい

関係団体の代表＋公募＝20名を定員とする
できるだけ若い人・女性に入っていただく
村長・村議は原則として出席しない

• 委員の話し合いで進め方や各回のテーマを決める
• 運営委員会を置く
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運営委員会
• 委員から3名互選＋NUMO＋ファシリテーター

（大浦・佐野）で構成
• 対話の場の開催前に各回のテーマや進め方について話しあう
• 活発な意見が出る

運営委員の提案例
開催時期について→村の行事や漁の予定と整合を取る
対話の場のテーマ→村全体にアンケートを取る
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運営委員会で村の方のご意見を伺って計画に反映することが、きめの
細かい対応につながっている



神恵内対話の場の振り返り
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神恵内対話の場のテーマ（2021年度）
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回数 開催日 内 容
テーマの分類
A B C D

1 2021/4/15 会則・対話の場のルールの話しあい ●

2 2021/6/30
会則修正案・公開方法の話しあい
運営委員の選出
文献調査の進捗
地層処分について思うこと

● ●

3 2021/8/5 文献調査の進捗
対話の場でどのようなことがしたいですか？ ● ●

4 2021/10/15 地層処分の概要と文献調査 ● ●

5 2021/12/9 幌延視察報告・北海道条例の説明（北海道）
文献調査をやってみよう・文献調査の質疑 ● ●

6 2022/3/29 文献調査の進捗
文献調査に関する質疑（前回の続き） ●

対話の場の進
め方について
皆さんの意見
を伺った

A 進め方
B 地層処分
C 文献調査
D まちづくり

テーマの分類



神恵内対話の場のテーマ（2022年度）
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回数 開催日 内 容
テーマの分類
A B C D

7 2022/4/2 地層処分に関するリスクと安全対策 ●

シンポ
ジウム 2022/5/2

地層処分制度から見えた課題 等 伴英幸氏
高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する
技術と課題 吉田英一氏

●

8 2022/6/9 シンポジウムの振り返り ●

9 2022/9/8 文献調査の進捗
地層処分に関するリスクと安全対策 ● ●

10 2022/10/17 これまでの「対話の場」の振り返り ● ●

11 2022/12/5 文献調査の進捗
交付金と地域振興 ● ●

12 2023/2/7 文献調査の進捗
交付金と地域振興 ● ●

13 2023/3/29 文献調査の進捗 ●

「多様な意見
を伺いたい」
という要望に
応えた

「消化不良の
テーマがあ
る」という意
見に応え、
様々なテーマ
を話せる場

A 進め方
B 地層処分
C 文献調査
D まちづくり

テーマの分類



神恵内対話の場のテーマ（2023年度）
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回数 開催日 内 容
テーマの分類
A B C D

14 2023/6/8 文献調査の進捗
まちづくりについて ● ●

15 2023/7/27 放射線の基礎知識 ●
16 2023/9/26 海外の事例紹介 ●

A 進め方 4回
B 地層処分 7回
C 文献調査 10回
D まちづくり 5回

テーマ別の取り扱い回数

2つ以上のテーマを扱った回があるので合計は実施回数と合わない



公開に関する問題
• 公開が望ましいことは役場・NUMO・国・委員も理解している
• 委員からは公開に関する不安の声があった
• 「不安に寄り添う場」を目指すにあたって、むやみに公開でき
ない
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運営委員会・対話の場で公開方法を話しあい

冒頭の情報提供と最後の振り返りを公開とする



対話の場の運営方針5点*1）に基づく振り返り
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運営方針＊1） これまでの取り組み
参加者の意向を尊重 委員の意見・住民アンケート・運営委員会を通じて参加者の意

向を反映している。
合意形成の場ではない 賛否については問いを立てない。不安や迷う気持ちを尊重して

いる（シールは2枚以上貼って良い など）。
公平性、中立性の担保 公開での質問、テーブルワークでの小さな声の拾い出しなどを

通じて公平性を担保する。多様な意見を紹介する場（シンポジ
ウム）などを通じて、バランスの取れた運営を行う。

透明性、公開制の確保 委員の自由な発言を妨げない範囲で、可能な限り公開での話し
合いを行う。公開レベルは今後も見直す。

議論の内容の共有 NUMOのHPで資料・映像・ふせん・議事録を公開。NUMOは
対話の場の記録を全戸に配布。「オスコイ通信 神恵内対話の
場から」を発刊して、NUMO以外の視点から情報を発信。

＜＊１＞「対話の場」の運営方針（2023年5月23日第39回放射性廃棄物WG資料３）（抄）



オスコイ通信 神恵内対話の場から
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・地層処分事業者以外から対話の場について
情報を発信したい

・市民の目線から多様な意見や気持ちを伝え
たい

・ファシリテーター（佐野）が委員に
ヒアリングし、仲介者の会が発刊

・村役場を通じて神恵内村全戸に配布
・全6号を発行（2023/10現在）

仲介者の会：NPO法人 市民と科学技術の仲介者たち



うまくいったこと・よかったこと
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・対話の場のメンバー構成は、話しやすい場づくりという観点でよ
かった
村長・議員が参加しない、若い人・女性をできるだけ多くする

・委員の意見を聞きながらゆっくり進められた
・テーブルファシリテーターと少人数グループによる進め方は、話し
合いの活性化に役立った

・原則が侵されそうなときに踏みとどまることができている
・グループワークは止まらないくらい活発な話し合いができている
・少数意見を委員自らが拾う場面がある
・結果としてふせん約800枚の意見・疑問を拾い出すことができた



神恵内で今後改善できるかもしれないと思うこと
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・長いスパンでの大まかな計画があるとやりやすい
・公開のレベルを少しづつでもあげられないだろうか
・文献調査の結果は中学生でもわかるような資料がほしい

この資料を住民に読
み取ってくださいと
言うのは難しい



他地域で対話を実施する際に参考になりそうなこと
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対話の場の目的・願いを明確にする

何人参加したか、計画通りに進んで
いるか、上位計画との整合性ははか
られているか、何人に結果がリーチ
したか・・・・

大切なことは数字だろうか？

多様な方が参加しているか、参加者が納得し
て進んでいるか、参加者が理解しているか、
少数意見が尊重されているか、活発な話し合
いがなされているか、参加者は「次もまた来
たい」と思っているか・・・

説明会じゃ
ダメなの？



他地域で対話を実施する際に参考になりそうなこと
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地域特性にあった対話の場をデザインする

・グラウンドデザインをだれがどのようにして決めるのか
・メンバーはどのような構成・集め方が良いのか
・募集するときに何を約束するのか
・開催する曜日・時間帯
・心のケアは必要なのか

海外事例も参考にすると良さそう



他地域で対話を実施する際に参考になりそうなこと
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理解していただくことを大切にする

・「説明責任」の再定義が必要
・対話するには理解していただく必要がある
・資料は簡潔に見やすく
・様々な方法を試す
・何度でも説明する
・停滞・後戻りを恐れない
・理解していただいていることを確認する



対話活動総括にあたって留意したほうが良いこと
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地域の幅広い声を聞いていただきたい

・そこに住む人たちが感じていることを聞いていただきたい
・できれば、周辺地域の声も聞いていただきたい
・伝わっていること・伝わっていないことを整理していただきたい
・感情や気持ちを持つに至ったプロセスを見極めていただきたい



参考資料
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神恵内の対応例（スライド23-25補足）
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対話の場の目
的・願いを明確
にする

・対話の場・運営委員会・アンケートなど多様なチャンネルを通じた市民の要望
の聞き取り

・ファシリテーターの役割を毎回確認（スライド８・９）
・対話の場の最後に「この話題はこれで終わっていいですか」と問いかけ
・テーブルファシリテーターを通じた委員の発言状況・理解状況の確認

地域特性にあっ
た対話の場をデ
ザインする

・プレ協議を通じた関係者（村・国・NUMO・ファシリテーター）の認識のすり
合わせ
メンバー構成（女性・若い世代を多めに・・）
合意を求めない・ファシリテーターの中立性（スライド8・9）

・運営委員会を通じた地域のニーズの把握
平日夜・地域行事との整合・進め方

・対話に慣れていただくための計画
投票の匿名性の確保・グループワークは慣れてから

理解していただ
くことを大切に
する

・説明資料のチェック
・説明を途中で切る、要約をファシリテーターから述べる
・実技の導入（地図に地質や鉱山を重ね合わせる・放射線の測定など）
・グラフィッカーによる補足説明（やりすぎると中立性に疑義が生じる）
・時間が不足しているときには後日同じテーマを扱う（第6回）
・もっと話したかったことを扱う場を設ける（第10回）



第10回「対話の場の振り返り」の資料
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途中からテーブル移動を可とした
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